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学
校
栄
養
教
諭
の
配
置
促
進
に
関
す
る
質
問
主
意
書

我
が
国
は
本
格
的
な
人
口
減
少
社
会
を
迎
え
、
過
去
に
例
を
見
な
い
少
子
高
齢
化
に
突
入
し
て
い
る
。
資
源
の
少
な
い
我
が

国
に
お
い
て
「
人
」
が
一
番
の
財
産
で
あ
る
。
そ
の
中
で
次
世
代
を
担
う
子
供
た
ち
の
教
育
は
国
の
根
幹
を
為
す
も
の
で
あ

り
、
教
育
現
場
に
お
け
る
食
育
へ
の
取
り
組
み
は
極
め
て
重
要
と
考
え
る
。
私
が
昨
年
二
月
に
「
食
育
と
学
校
栄
養
教
諭
に
関

す
る
質
問
主
意
書
」
（
質
問
第
七
九
号
）
を
提
出
し
て
か
ら
一
年
が
経
過
し
、
こ
の
間
、
政
府
が
ど
の
よ
う
な
対
応
し
て
き
た

か
、
見
解
を
問
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

都
道
府
県
別
の
栄
養
教
諭
の
採
用
・
配
置
人
数
等
の
、
最
新
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

二

一
に
関
連
し
、
昨
年
二
月
の
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
七
四
第
七
九
号
）
に
お
い
て
、
学
校
栄
養
教
諭
の
配
置
状
況
に
は
各

都
道
府
県
に
大
き
な
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
山
梨
県
や
静
岡
県
の
配
置
は
わ
ず
か
五
人
に
留
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況

を
解
消
す
る
た
め
に
政
府
と
し
て
具
体
的
に
何
を
し
て
き
た
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

三

昨
年
二
月
の
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
七
四
第
七
九
号
）
の
中
で
、
平
成
二
十
二
年
度
予
算
に
お
い
て
、
現
職
の
学
校
栄
養

職
員
が
栄
養
教
諭
の
免
許
状
を
取
得
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
講
習
会
の
開
催
に
要
す
る
経
費
や
、
栄
養
教
諭
を
中
核
と

一



し
た
学
校
に
お
け
る
食
育
推
進
の
取
組
を
支
援
す
る
事
業
に
要
す
る
経
費
を
計
上
す
る
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
ど

の
よ
う
に
対
応
が
な
さ
れ
た
の
か
、
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

四

平
成
二
十
三
年
度
予
算
に
お
い
て
、
学
校
栄
養
教
諭
の
配
置
を
促
進
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
措
置
を
講
ず
る
の
か
。
ま

た
、
今
後
の
各
都
道
府
県
へ
の
採
用
・
配
置
人
数
の
具
体
的
目
標
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如

何
。

五

四
に
関
連
し
、
学
校
栄
養
教
諭
の
配
置
を
促
進
す
る
た
め
、
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
や
市
町
村
教
育
委
員
会
と
ど
の
よ

う
に
連
携
し
て
い
く
の
か
、
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


